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「第 16 回かわごえ環境フォーラム」2 月 25 日（日）ウェスタ川越で開催 

 
	 2003年に始まった毎年 2月の「かわごえ環境フォーラム」。今回で 16回目を迎えました。 

	 午前の部は「環境活動報告会」。聴講自由・無料です。午後の部は 2年ぶりの「かわごえカフ
ェ 2018」。事前申込が必要です（有料）。みんなで「緑」談義をしましょう。市内の方も市外の

方もぜひどうぞ。当日は「川越の自然を訪ねて きのこ編」を有料頒布します。（詳細 3,7,8面） 

主催：かわごえ環境ネット　後援： 川越市　協賛：パイオニア株式会社
武州ガス株式会社　株式会社環境総合研究所　第一生命保険株式会社川越支社
申込・問合せ：かわごえ環境ネット事務局（川越市環境政策課環境推進担当）
Tel.049-224-5866, Fax.049-225-9800, E-mail: kankyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp
かわごえ環境フォーラムホームページ　http://forum.kawagoekankyo.net

20180130

かわごえ
環境フォーラム

第16回

期日：2018年2月25日（日）
場所：ウェスタ川越　市民活動・生涯学習施設（2階）活動室1・2

（川越市新宿町1-17-17、JR川越線・東武東上線川越駅西口から徒歩5分）

午後の部（13:00-16:30）　講演会と語らいの場
かわごえカフェ2018：川越を語ろう・伝えよう・行動しよう
「みんなではぐくむ水と緑と歴史のまち・川越」
定員：100名（かわごえ環境ネット事務局へ電話・Faxで参加申込、資料代等500円当日支払）

基調講演
「意外と知らない樹の生活 ～知ると緑が楽しくなる～」

講師：岩谷美苗氏　（樹木医・森林インストラクター）
＜講師プロフィール＞　島根出身。小さい頃から薪割り、風呂焚き、牛の世
話・・・は気が向いたら手伝い、田んぼに田植えをするも、ヒルだらけの母の
足を見ていやになり、家で編み物や本を読む内向的な幼少期を過ごす。東
京学芸大学入学を機に上京。探検部で野生の本能がめざめ、山に入り浸っ
てキノコにはまる。大学卒業後、森林インストラクター第一期の試験に合
格し、たまたま女性初の森林インストラクターとなる。味をしめて樹木医の
試験も受け、1998年樹木医に。2000年調子にのってNPO法人樹木生態
研究会を設立し、現在窓際理事。電車の先頭車両に乗り、線路に生えてい
るキリを探すキリ鉄が趣味。著書「街の木のキモチ」「街の木ウォッチング
～オモシロ樹木に会いに行こう」、「散歩が楽しくなる樹の手帳」他。

午前の部（9:30-12:00）
市民・事業者・民間団体・行政の環境活動報告会

　定員：100名（予約不要、聴講無料）

かわごえカフェ100人参加募集 かわごえ環境ネット

 第 16 回かわごえ環境フォーラム
 日時：2018年 2月 25日（日）9:30-16:30
 場所：ウェスタ川越 市民活動・生涯学習施設（2階）活動室 1・2
     （川越市新宿町 1-17-17、川越駅西口より徒歩 5分）
 主催： かわごえ環境ネット　後援：川越市　　協賛：パイオニア株式会社
 武州ガス株式会社　株式会社環境総合研究所　第一生命保険株式会社川越支社

9:10  午前の部　受付開始
9:30-12:00 午前の部　環境活動報告会（予約不要、聴講無料）

9:30-9:40 開会 （司会：菊地三生　かわごえ環境ネット理事）
9:40-11:50 環境活動報告
1. ふくはら子どもエコクラブ：2017 年ふくはら子どもエコクラブ　活動報告書
2. 高階北子どもエコクラブ：高階北こどもエコクラブ活動報告書　2017 年
3. 猪俣昇・過昌司：モニタリングから見える川越のチョウ
4. 宮﨑誠：我々ができる「温暖化対策」
5. 大久保彦：市民の森ときのこ（冬虫夏草編）
6. 原村政樹：ドキュメンタリー映画「武蔵野～江戸の循環農業が息づく」を完成して
7. 武田侃蔵（クリーン＆ハートフル川越）：市民活動からの提言―クリーン活動の PDCA―
8. 桑山静子（自立の家「つどい」）：牛乳パックに込める思い
9. 増田純一・小瀬博之・田崎愛知郎（かわごえ里山イニシアチブ）：

人がつながり生きもの育む里山・街づくり～田んぼからつながる・拡がる地域の輪～
10. 矢口瞳・星野義延（東京農工大学・石坂産業）：

武蔵野台地上の雑木林における種多様性の保全を目的とした植生管理の効果
11. 板野徹（かわごえ環境ネット）：社会環境部会を中心とした活動（社会環境部会の報告）、私のエコ体験
12. 賀登環（かわごえ環境ネット）：自然環境部会を中心とした活動

11:50-12:00 閉会
12:40  午後の部　受付開始
13:00-16:30 午後の部　講演会と語らいの場
「かわごえカフェ 2018：川越を語ろう・伝えよう・行動しよう」

定員：100名（かわごえ環境ネット事務局へ電話・Faxで参加申込、資料代等500円当日支払）
13:00-13:10 開会 （司会・ファシリテーター：飯島希　かわごえ環境ネット理事）
13:10-14:25 基調講演「意外と知らない樹の生活 ～知ると緑が楽しくなる～」
   講師：岩谷美苗氏（樹木医・森林インストラクター）

14:25-14:35 休憩
14:35-16:20 かわごえカフェ「みんなではぐくむ水と緑と歴史のまち・川越」

 お茶やお菓子をつまみながらリラックスした雰囲気の中で、3～4人単位で小グ
ループでテーブルを囲みながらテーマに集中して対話します。20分ずつ 3回の
ラウンドで席を交代しながら、参加者全員で情報を共有します。

16:20-16:30  閉会

かわごえ環境ネット

Web・Facebook で
「かわごえ環境ネット」を検索

Web・Facebook で
「かわごえ環境ネット」を検索

申込・問合せ
かわごえ環境ネット事務局（川越市環境政策課環境推進担当）
Tel.049-224-5866, Fax.049-225-9800, E-mail: kankyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp
プログラムは変更することがあります。最新情報は、かわごえ環境ネットホームページ
（http://kawagoekankyo.net）をご覧ください。

© 岩谷美苗©岩谷美苗
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かわごえカフェ
100人参加募集
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【コラム】私のエコ体験（20）電力の自給自足に向けて
	 1 月 12 日に久々に竹中平蔵先生と会う機会が

ありました。先生の講演と新年互例会が都内で

行われ、有意義な時間を過ごすことができまし

た。現在、竹中先生は、慶応義塾大学名誉教授

と東洋大学教授の肩書きですが、安倍政権への

アドバス／政策提言等も行っているお立場です。

今年のダボス会議は 1 月 23 日から 26 日にかけ

て開催され、トランプ大統領、メルケル首相、

メイ首相等が出席予定ですが、日本からは安倍

首相や主要閣僚は出席しない模様で、竹中氏が

出席すると仰っていました。 

	 先生が講演で強調していたのは、2008 年のリ

ーマンショックから 10 年が経ちますが、世界は

概ね好景気の中にあり、これは、AI・IoT の言

葉に代表される「第 4 次産業革命」が進行して

いるからだと分析しています。新しい産業が生

まれ、新しいライフスタイルが作られて行く途

上にあるのです。自動運転車に代表されるよう

に、日本は国土交通省や警察が管轄する道路交

通法のしばりで、ほとんど路上運転でのテスト

ができないのが現実です。このままだとアメリ

カや中国に先を越されるのは必然です。日本は、

技術で勝って、政策（政治）で負けるとよく言

われますが、規制でがんじがらめでは、スピー

ド感を持った発展は望めません。規制緩和が大

事だと先生は強調されていました。 

	 余談ですが、日本生産性本部の分析によれば、

日本の製造業の労働生産性は 1995 年から 2000
年まで OECD 主要 29 か国中 1 位であったもの

が、2015 年には 14 位まで低下しているのです。

米国の 7 割、ドイツ・フランス・英国にも逆転

されています。エネルギー分野でも、風力発電

等で著しく生産性が向上していると云われてい

ます。昨年の古屋氏の講演にもありましたが、

日本のように配送電の接続問題で自然エネルギ

ーの発展を阻害するようでは、日本の産業競争

力の将来性に不安を抱かざるを得ません。中国

や中東では、風力や太陽光発電で 3～5 円/kWh

の低コスト化を実現させ、今や最も安い電力は

自然エネルギーであるとの認識が世界で広がり

つつあります。電力コストが 4～5 倍もする日本

では、産業競争力を高めようがありません。ま

さに、政策（政治）での負けが顕在化しつつあ

るのではないでしょうか。 

	 我が家のエネルギーコスト競争力ですが、20

17 年は飛躍的な向上を成し遂げることができ

ました。2010 年 6 月に 3.7kW の太陽光発電を設

置以来、毎日の発電量、消費電力量、売電量、

買電量をモニターして記録を残しています。 

 
我が家の電力バランス 

	 太陽光発電導入後の購入電力量は、導入前（2

009 年）の年間 5,187kWh から 7 年平均で 3,587

kWh に、約 31%の削減となりました。特に 201

7 年は、省エネタイプの冷蔵庫に買い換えたこ

とと、完全に二人生活になった（愛犬が 3 月に

亡くなった）ことで、売電分を差引いた実質購

入電力量は年間で 341kWh となり、2009 年に比

べ約 93%削減されたことになります。もう少し

の工夫で実質購入電力量をゼロとするのが視野

に入ってきました。 

	 最近、住宅メーカーは太陽光発電を設置した

断熱性に優れた「ZEH：ゼロエネルギーハウス」

（売電が買電を上回る）を開発していますが、

まず、個人としてエネルギーの自給自足を目指

すのが、温暖化対策の基本ではないでしょうか。

市としても ZEH を最大限支援しつつ、自然エネ

ルギー100%を目指す政策を打ち出していただ

くことを希望します。      （宮﨑誠） 

�����

�����

�����

�

����

����

����

����

����

����

���
1����1����1����1����1����1����1���	1

6
�
5
�
�
�
�



265 �65 034-6�5





月刊 かわごえ環境ネット 2018 年 2 月号 No.136 

- 4 - 

【報告】会員・流域の活動流域の活

雑草による有機稲作の有用性の研究発表 NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ 

 
舘野かえる農場研修所 

有機水田では雑草が無視できない 
窒素供給量になっているメカニズム 

	 1月 14日（日）舘野かえる農場研修所（栃木

県下都賀郡野木町）で行われた研究発表会「有

機稲作による生産・経営と環境の安定化」に参

加しました。 

	 舘野かえる農場では冬草たんぼ農法として、

自然に生えるスズメノテッポウの雑草を肥料と

して鋤きこみ、肥料をやらない農法を実践して

います。 

	 経営的には収量を取る百姓はしたくないので

4俵とれる収量を基本に 5俵で経営的に十分、6

俵で御の字という舘野かえる農場です。 
	 このため、数年にわたる東京大学農学部との

共同研究で、雑草による有機稲作の有効性の研

究や有機農業の経営的課題の研究が行われてい

ます。雑草による有機稲作の研究テーマは、雑

草が窒素・リン酸分をどの程度キャッチし、土

壌や水稲に影響を及ぼしているかをデータ的に

明らかにするというものです。 

	 ここでは詳細なデータは省略しますが、鋤き

こみをした田んぼでは明らかに有意の差が現れ、

雑草の鋤きこみを 3年中断した田んぼでは水稲

生育が抑制される結果となり、雑草の鋤きこみ

よる土壌窒素肥沃度の貢献が確認されています。 

	 鋤きこみ後の水管理により雑草窒素は稲に 1

1%～15%が吸収され 60%～70%が土壌に残存し、
鋤き込み後は湛水状態で分解する方がよく、一

方、スズメノテッポウの鋤きこみが土壌の有効

態リン酸を増加させることも明らかとなり、雑

草の鋤きこみだけで収量が維持されているとい

う興味深い研究成果が発表されました。 

	 このように自然環境に負荷をかけない有機農

業の有効性が科学的に検証されることは、我々

の活動にもたいへん心強く、東大農学部のよう

な研究成果によって、農薬や過度な化学肥料で

河川を汚さない農法が確立し、普及していくこ

とを期待したいものです。 

	 この他、経営的課題など大変興味深い研究発

表が多数ありましたが紙面の関係で割愛します。 

（増田純一） 

過去最多の参加者 こもれびの森・里山支援隊（東洋大学小瀬研究室） 
	 東洋大学川越キャンパス内の広大な森林「こ

もれびの森」を多様な生物が生きる里山の森に

する「東洋大学川越キャンパスこもれびの森・

里山支援隊」では、毎月 1回程度活動日を設け
て、生育阻害木や枯損木の伐採、下刈りなどの

里山林保全活動を行っています。 

	 1月 6日（土）8:30〜16:00の活動は、午前 1

9名、午後 15名の参加があり、うち終日参加者

10 名で 24 名の参加者がありました。これまで
の里山林保全活動としては最多の人数となりま
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した。 

	 この日は、朝は-4℃まで冷え込みましたが、
風が弱くて日差しが強く、作業しやすい環境で

の実施となりました。 

	 初回参加者が多かったので、森林を巡りなが

ら「こもれびの森」の特徴を伝えるとともに、

小径木の伐採を体験してもらいました。また、

ヒサカキやシラカシの萌芽の剪定や、伐採枝の

チップ化作業のための伐採枝の移動を行いまし

た。 

	 もう一つの作業として、12月にも実施したウ

ッドチッパーを用いた伐採枝などのチップ化を

今回も行い、破砕されたチップを林内の遊歩道

に撒きました。12月の活動においては不調であ

ったウッドチッパーですが、整備されて快調に

動き、作業を順調に進めることができました。 

	 当日は授業期間中の土曜日で学食が営業して

いました。参加者有志で一緒に食事をして懇親

を深めました。 

（小瀬博之）

 
「こもれびの道」を巡る参加者 

 
午後の集合写真 

 
ウッドチッパーを用いた作業 

「川の国埼玉はつらつプロジェクト」2 題 
1）「川の国埼玉はつらつプロジェクト新河岸川

活用推進懇談会」の第 2回が 1月 18日、市役所

内で開かれました。平成 20 年（2008 年）から

の「水辺再生 100プラン」で、赤間川公園から

宮下橋までの新河岸川に、遊歩道などや水辺の

景観改善の工事を行いました。埼玉県の「まる

ごと川の再生」事業、さらに平成 27年度（201

5 年度）から「はつらつプロジェクト」で「川

の魅力アップ」へ川越市も参加、観光課が事務

局になり、地元の自治会など幅広い関係者を交

え、平成 32年度（2020年度）の完成を目指し、
基本方向が提案されました。 

	 親水空間の創出や、散策路の整備等で回遊性

機能の向上をめざし、「高沢橋エリア」「東明寺

エリア」「氷川神社エリア」に分けて、各分科会

でさらに検討をかさねることが決まりました。

地元から出ていた「新河岸川舟運の拡大」は、

河床高と落差工、流量などの関係で無理との調

査結果が示されました。また、桜並木の再生対

策は、並行して検討することになりました。 

2）「川の国埼玉はつらつプロジェクト古川排水

路推進協議会」も 2月 8日に第 3回目の会議を

開き、吉野地区の整備状況等が示される予定で

す。伊佐沼を中心に、周辺の農業用水路の整備

で、郊外の水辺景観が観光と環境にやさしい川

越の魅力アップにつながると期待されています。 

（武田侃蔵）

 

 
◆かわごえ環境ネット会員募集	 個人並びに団体の会員により構成されているか

わごえ環境ネットは、会員になると、本紙「月刊かわごえ環境ネット」を毎月お

送りします。また、委員会活動、研修行事に参加できます。環境活動の同士との

交流ができることが何よりも魅力です。年会費は個人会員 1,000円、団体会員 2,0
00 円ですが、3 月までに入会された方は年度内の会費が無料となり、今年 4 月か

らの請求となります。詳細は、かわごえ環境ネット事務局に問い合わせるか Web
サイト（http://kawagoekankyo.net）をご覧ください。 
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【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

	 1月 17日（水）13:30-15:00に事業運営委員会、

15:00-16:40 に理事会が川越市役所 3A会議室に

おいて行われました。審議事項が重複していま

すのでまとめてお伝えします。主な議事は次の

通りです。 

第 16 回かわごえ環境フォーラム 
	 事前準備、当日のスケジュール、キャスティ

ングを確認しました。ちらしを外注することに

しました。「かわごえカフェ」の進行方法を確認

しました。参加者には事前に招待状を送付する

ことにしました（前回実施と同じ要領）。 

川越市環境行動計画の推進 
	 東洋大学の授業において電子化したチェック

シートを実施することにしました。 

次年度に向けた検討事項 
	 今後の会計、文書管理の方針など、次回の理

事会で継続審議としました。 

（小瀬博之） 

社会環境部会

	 新年初めての社会環境部会の例会が、1月 12

日（金）13時から、寒さ厳しいなか 7人の参加

で開かれました。 

	 板野代表から理事会、事業運営委員会の報告

がありました。そのあと、今年のかわごえ環境

フォーラム環境活動報告集の社会環境部会の掲

載内容について、同席した横山副理事長からの

助言もあり、会員が毎号分担して掲載した「コ

ラム・私のエコ体験」を、昨年に続いて掲載す

ることを了承、事務局に依頼しました。 
1）報告：歳末まち美化活動と、11 月の環境講

演会の収支報告がありました。講演会は目標に

近い参加者を集め、チラシ等に工夫を凝らし、

予算の範囲で納めることができました。また、

社会環境部会の今年度収支見込みの報告もあり

ました。 
2）討議：平成 30年度（2018年度）事業計画に

ついて、代表から試案が出され、活発な討議が

なされました。連続掲載の「私のエコ体験」も、

かわごえ環境ネット会員に広く執筆をお願いす

る方針を確認しました。また、協力事業として、

部会の会員が積極的に参加した「エコドライブ

教習会」「緑のカーテンの苗配布」も、会員の事

情もあって、過去 1・2年と同じような協力は出

来ないのではと危惧され、環境政策課としても

早期の対応を図られるよう申し入れすることに

しました。その他、エコプロダクツ参加や諸活

動について、次回にさらに討議することにしま

した。 
3）次いで、本紙 1月号の 15ページに載った川

の関係事業について、担当から発言があり、特

に 2月 3日の埼玉県の「川の再生交流会」では、

かわごえ環境ネット会員が午後の各分科会に 1

人ずつ参加して、後日報告できるよう出席依頼

がありました。 
	 次回は、2 月 9 日（金）浜尾会員の司会で開

きます。 

（武田侃蔵） 

自然環境部会

	 1月例会は 12日（金）福田ビル 3階にて 6名

の参加で開催された 

1. 活動報告 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動	

12月 11日（月）13名参加	 野鳥の森保全活動 

②池辺公園	 定例活動	 1月 9日（火）	 4名参

加	 ごみ清掃、 

③チョウ・トンボ調査と甲虫調査を振り返って 

④キノコ編集会議	 12/12（火）、12/13（水）、1
2/27（水） 



月刊 かわごえ環境ネット 2018 年 2 月号 No.136 

- 7 - 

⑤県民参加モニタリング調査	 報告送付（1/4）

	 植物 372項目、動物 16項目 

2. 協議事項 
①かわごえ環境フォーラム（2/25）当日発表、

報告集などについての確認 
②今年度事業の振り返りと来年度事業計画につ

いて話し合う。（これは継続） 

③坂戸市城山で希少種のある山林での、太陽光

発電工事という新聞記事をもとに、いろいろと

話し合う 

④コラム「川越の自然を訪ねて」原稿確認など 
（自然環境部会代表	 賀登環）

【予告】かわごえ環境ネットの主催行事

【トピック】第 16 回かわごえ環境フォーラム（2 月 25 日開催）

午後の部（13:30-16:30）講演会と語らいの場「か

わごえカフェ 2018」参加者 100 名募集 
定員：先着 100人 

経費：500円（当日いただきます） 

申込：電話または Faxでかわごえ環境ネット事
務局（Fax の場合は住所・氏名・電話番号・Fa

x番号を明記ください） 

内容：基調講演は、樹木医・森林インストラク

ターの岩谷美苗氏が「意外と知らない樹の生活 

～知ると緑が楽しくなる～」というテーマで講

演します。講演後に実施する 2年ぶりの語らい
の場「かわごえカフェ 2018」は、「みんなでは

ぐくむ水と緑と歴史のまち・川越」という川越

市緑の基本計画の基本姿勢と同じ名前のテーマ

で、川越市の緑のことを中心に、日ごろの緑と

の関わり、美しい緑の風景や問題意識、将来こ

うあってほしいということなどを、参加者同士

がくつろいだ雰囲気で語らう場を作ります。 

広く参加者を募りますので、この記事をご覧い

ただいた方は、ぜひ情報拡散にご協力ください。 

基本情報 
日時：2018年 2月 25日（日）9:30-16:30 

場所：ウェスタ川越	 市民活動・生涯学習施設

（2 階）活動室 1・2（川越市新宿町 1-17-17、J

R川越線・東武東上線川越駅西口から徒歩 5分） 

主催：かわごえ環境ネット 

後援：川越市 

協賛：パイオニア株式会社	 武州ガス株式会社

	 株式会社環境総合研究所	 第一生命保険株式

会社川越支社 

プログラム 
午前の部（9:30-12:00）：市民・事業者・民間団

体・行政の環境活動報告会 
定員：100名（予約不要、聴講無料） 

9:30-9:40 開会 （司会：菊地三生	 かわごえ環
境ネット理事） 

9:40-11:50 環境活動報告 

1.ふくはら子どもエコクラブ：2017年ふくはら

子どもエコクラブ	 活動報告書 

2.高階北子どもエコクラブ：高階北こどもエコ

クラブ活動報告書	 2017年 
3.猪俣昇・過昌司：モニタリングから見える川

越のチョウ 

4.宮﨑誠：我々ができる「温暖化対策」 

5.大久保彦：市民の森ときのこ（冬虫夏草編） 

6.原村政樹：ドキュメンタリー映画「武蔵野～

江戸の循環農業が息づく」を完成して 
7.武田侃蔵（クリーン＆ハートフル川越）：市民

活動からの提言―クリーン活動の PDCA― 

8.桑山静子（自立の家「つどい」）：牛乳パック

に込める思い 

9.増田純一・小瀬博之・田崎愛知郎（かわごえ

里山イニシアチブ）：人がつながり生きもの育む

里山・街づくり～田んぼからつながる・拡がる

地域の輪～ 

10.矢口瞳・星野義延（東京農工大学・石坂産

業）：武蔵野台地上の雑木林における種多様性の

保全を目的とした植生管理の効果 

11.板野徹（かわごえ環境ネット）：社会環境部
会を中心とした活動（社会環境部会の報告）、私
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のエコ体験 

12.賀登環（かわごえ環境ネット）：自然環境部

会を中心とした活動 

11:50-12:00 閉会 

 
午後の部（13:00-16:30）講演会と語らいの場「か

わごえカフェ 2018：川越を語ろう・伝えよう・

行動しよう」 
テーマ：「みんなではぐくむ水と緑と歴史のま

ち・川越」 
定員：100名（2月 1日 10:00より事務局へ電話・
Faxで参加申込開始、資料代等 500円当日支払） 

12:40 午後の部	 受付開始 

13:00-13:10 開会 （司会・ファシリテーター：

飯島希	 かわごえ環境ネット理事） 

13:10-14:25 基調講演「意外と知らない樹の生活 

～知ると緑が楽しくなる～」 
講師：岩谷美苗氏（樹木医・森林インストラク

ター） 

14:25-14:35 休憩 

14:35-16:20 かわごえカフェ「みんなではぐくむ

水と緑と歴史のまち・川越」 

	 お茶やお菓子をつまみながらリラックスした

雰囲気の中で、3〜4人単位で小グループでテー
ブルを囲みながらテーマに集中して対話します。

20 分ずつ 3 回のラウンドで席を交代しながら、

参加者全員で情報を共有します。 

16:20-16:30 閉会 

 

申込・問合せ 
かわごえ環境ネット事務局（川越市環境政策課

環境推進担当） 

Tel.049-224-5866, Fax.049-225-9800, E-mail: ka

nkyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp 

プログラムは変更することがあります。 

 
http://forum.kawagoekankyo.net 

 

自然環境部会主催事業 
＜定例活動＞ 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全活動（毎月第 2・第 4 月曜日） 
日時：2月 12・26日、3月 12・26日（月） 

9:30-12:30 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 

★池辺公園定例活動 
日時：2月 6日・3月 6日（火）9:00-12:00 

場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
問い合わせ：菅野 

会合 
◆広報委員会（2018 年 2 月度） 
日時：2月 7日（水）9:00-10:00 

場所：川越市役所本庁舎 5階フリースペース（川

越市元町 1-3-1） 

＊次回は 3月 7日（水）9:00-10:00同所 

●社会環境部会（2018 年 2 月度） 
日時：2月 9日（金）13:00-15:00 

場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 

＊次回は 3月 9日（金）13:00-15:00同所 

●自然環境部会（2018 年 2 月度） 
日時：2月 9日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

＊次回は 3月 9日（金）15:00-17:00同所 

＊両部会とも、会員はどなたでも参加できます。 

◆事業運営委員会（2017 年度第 10 回） 
日時：2月 21日（水）9:00-10:00 

場所：川越市役所本庁舎 7階 7E会議室 

＊次回は 3月 14日（水）9:00-10:00川越市役所

7階 7E会議室 
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◆理事会（2017 年度第 11 回） 
日時：2月 21日（水）10:00-12:00 

場所：川越市役所本庁舎 7階 7E会議室 

＊次回は 3 月 14 日（水）10:00-12:00 川越市役

所 7階 7E会議室 

 

【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO 法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com） 
ホームページ http://blog.canpan.info/forest-musashi/

◎森林公園かんさつ会（公園と考える会共催） 
日時：2月 4日（日）10:20-15:00ごろ、2月 10

日（土）10:20-15:00ごろ 

集合：国営武蔵丘陵森林公園南口休憩所、要入

園料、要参加費、昼食持参（園内レストランも

利用可）、雨具持参 

	 冬越しの野鳥や昆虫(オオムラサキの幼虫)の

観察。暖かな服装でお出かけください。 

 
福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）
◎おいしく・楽しく農業体験 
日時： 2月 10日（土）9:30-12:30ごろ 

    3月 10日（土）9:30-12:30ごろ 

場所：明見院（今福 677）近く 

内容：農作業（B級品のお土産付き） 

会費：保険代 100円、クラブ員 1家族 1,000円

（年間） 
2017 年度・2018 年度予定表 

月 日 活動内容予定 
2 10 雑木林の手入れ、焼き芋 
3 10 雑木林の手入れ、遊ぼうパン 
4 14 畑の片付け 
5 12 トウモロコシの植え付け 
6 9 畑の片付け 

 
みなみかぜ いきいき田んぼの会（川越生物多様性有機農法で地域づくりに取り組む会） 

問い合わせ：社会福祉法人健友会 地域交流センターみなみかぜ 事務局：佐藤（Tel.049-234-8500[9:
00-17:00], Fax.049-239-5646, E-mail: info@minamikaze.or.jp, 350-0807埼玉県川越市吉田 204-2） 
	 いつからでも、誰でも参加でき、活動の一回

体験も可です。体験だけでもしてみませんか、

楽しいことうけあいですよ♪	 田んぼ活動でい

きいきしたいあなたを求めています！ 

◎農作業（金曜日の 10:00-12:00） 
期日：2月 2・9・16・23日（金） 

場所：地域交流センターに集合、農作業は近隣

の田んぼです。 

◎月例会 
日時：2月 9日（金）11:00-12:00（作業終了後） 

場所：地域交流センター多目的ホール 

 
NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ 

問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel.070-5599-2623） 
ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

	 1月 31日に登記が完了し、これまでの任意団

体から、「NPO法人かわごえ里山イニシアチブ」

として、特定非営利活動法人としての活動を開

始しました。 

	 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性豊かな田んぼの保全を目的に、みんなで連

携して生きもの育むお米作り、田園風景の保全

や地域づくりの活動を行っています。入会は随

時受け付けています。 
◎理事会 
	 例会はこれまで毎月行ってきましたが、NPO

法人を機に、例会は原則奇数月の第 4土曜日に、
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理事会は偶数月の第 4土曜日に行うこととしま

す。 

	 例会は、会員の他活動に興味のある方はどな

たでも参加可能です。理事会は、役員のみの参

加となります。 

日時：2月 24日（土）16:00-18:00 

場所：未定 

 
東洋大学小瀬研究室（東洋大学川越キャンパス こもれびの森・里山支援隊、地域活性化研究所） 

問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 
こもれびの森・里山支援隊 http://ameblo.jp/komorebi-satoyama/ 

◎こもれびの森・里山支援隊 里山林保全活動 
①2月4日（日）8:30 集合-16:00 解散（荒天中止） 
②3月3日（土）8:30 集合-16:00 解散（荒天中止） 
集合場所：東洋大学川越キャンパス 4号館こも

れびの道側入口（川越市鯨井 2100） 
費用：無料 

内容：手鋸、剪定鋏等を用いた小径木の伐採、下

刈り、チッパー作業など。 

持ち物：作業に適した汚れてもよい防寒服装（長

袖、長ズボン）、靴、手袋（軍手等）、手ぬぐい・

バンダナ（ヘルメットの下に身に付けます）、タ

オル、飲み物、弁当・飲み物など、あれば自前の

道具（手鋸、剪定バサミ） 

申込・問い合わせ：準備の都合上、開催日前の木

曜日までにご連絡ください。 

定員：15名 

＊開催案内ブログ：こもれびの森・里山支援隊

（http://ameblo.jp/komorebi-satoyama/） 

＊中止の場合 Twitter で開催当日 6:30 ごろ通知

（https://twitter.com/toyokomorebi/） 

＊報告 Facebook（https://www.facebook.com/kom

orebisatoyama/） 

◎地域活性化研究所シンポジウム（川越）『川越

「昭和の街」の地域活性化の取組とこれから』 
日時：2月 21日（水）18:30-21:00 

場所：蓮馨寺講堂（川越市連雀町 7-1） 

参加費：無料 

定員・参加方法：先着 60名（当日直接会場へ） 

主催：地域活性化研究所、後援：川越市、川越

中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちに

する会、NPO法人川越蔵の会、NPO法人日本ア

メニティ研究所 

趣旨：東洋大学地域活性化研究所では、2014年

度より川越「昭和の街」における研究計画を 4

年間実施してきました。また、2013年度より総

合情報学科の地域プロジェクト演習を実施して

きました。これらの終了年度にあたってシンポ

ジウムを開催して、これまでの研究・演習の成

果を総括報告するとともに、まちづくり団体と

行政を交えて今後の展望を議論します。 

 
http://www.toyo.ac.jp/site/irvs/341144.html 

 

主催： 東洋大学地域活性化研究所
後援： 川越市
 川越中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちにする会
 NPO法人川越蔵の会
 NPO法人日本アメニティ研究所

20180130

の地域活性化の取組とこれからの地域活性化の取組とこれから

東洋大学地域活性化研究所シンポジウム（川越）東洋大学地域活性化研究所シンポジウム（川越）

日時：2018.2.21（水）18:30-21:00
会場：蓮馨寺講堂（川越市連雀町 7-1）
日時：2018.2.21（水）18:30-21:00
会場：蓮馨寺講堂（川越市連雀町 7-1）

参加費：無料
定員・参加方法：先着 60名（当日直接会場へ）
参加費：無料
定員・参加方法：先着 60名（当日直接会場へ）

東洋大学地域活性化研究所では、2014 年度より川越「昭和の街」における研究
計画を4年間実施してきました。また、2013年度より総合情報学科の地域プロジェ
クト演習を実施してきました。これらの終了年度にあたってシンポジウムを開催
して、これまでの研究・演習の成果を総括報告するとともに、まちづくり団体と
行政を交えて今後の展望を議論します。

東洋大学地域活性化研究所では、2014 年度より川越「昭和の街」における研究
計画を4年間実施してきました。また、2013年度より総合情報学科の地域プロジェ
クト演習を実施してきました。これらの終了年度にあたってシンポジウムを開催
して、これまでの研究・演習の成果を総括報告するとともに、まちづくり団体と
行政を交えて今後の展望を議論します。

司会：尾崎晴男（東洋大学地域活性化研究所・研究員／総合情報学部・教授）
18:30-18:40　開催挨拶　古屋秀樹（東洋大学地域活性化研究所・所長／国際観光学部・教授）
18:40-20:20　講演
　1　川越中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちにする会の 4年間の取組
  岩澤勝己（川越中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちにする会・会長）
　2　地域活性化研究所における 4年間の研究成果（2014 ～ 2017 年度）
  齋藤伊久太郎（東洋大学地域活性化研究所・客員研究員）
　3　東洋大学総合情報学部地域プロジェクト演習の 5年間の取組（2013 ～ 2017 年度）
  小瀬博之（東洋大学地域活性化研究所・研究員／総合情報学部・教授）
　4　「昭和の街」の町並み・建築の魅力
  秋山修志（NPO法人川越蔵の会・副会長）
　5　「昭和の街」界隈における行政の取組
  早川孝二（川越市都市計画部都市計画課・副主幹）
20:30-21:00 　ディスカッション

司会：尾崎晴男（東洋大学地域活性化研究所・研究員／総合情報学部・教授）
18:30-18:40　開催挨拶　古屋秀樹（東洋大学地域活性化研究所・所長／国際観光学部・教授）
18:40-20:20　講演
　1　川越中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちにする会の 4年間の取組
  岩澤勝己（川越中央通り「昭和の街」を楽しく賑やかなまちにする会・会長）
　2　地域活性化研究所における 4年間の研究成果（2014 ～ 2017 年度）
  齋藤伊久太郎（東洋大学地域活性化研究所・客員研究員）
　3　東洋大学総合情報学部地域プロジェクト演習の 5年間の取組（2013 ～ 2017 年度）
  小瀬博之（東洋大学地域活性化研究所・研究員／総合情報学部・教授）
　4　「昭和の街」の町並み・建築の魅力
  秋山修志（NPO法人川越蔵の会・副会長）
　5　「昭和の街」界隈における行政の取組
  早川孝二（川越市都市計画部都市計画課・副主幹）
20:30-21:00 　ディスカッション

東洋大学地域活性化　で検索



月刊 かわごえ環境ネット 2018 年 2 月号 No.136 

- 11 - 

クリーン&ハートフル川越 
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 
①第 1 火曜日・第 3 金曜日（1 月は第 2 火曜日） 
日時：2月 6日（火）・16日（金）、3月 6日（火）・

16日（金）13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 
②第 2 日曜日 
日時：2月 11日・3月 11日（日）9:30-11:00 

	 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。 

③第 4 土曜日 
日時：2月 24日・3月 24日（土）13:30-15:00 
	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 

◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 
	 原則として第 4日曜日 9:00より 2時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（Tel.090-2521-5770）

へご連絡ください。 

①2月 25日（日）は、かわごえ環境ネットの環

境フォーラム参加で、活動休止。 
②3月 25日（日）新河岸川川越地区一斉調査と

合同で、①起点からの上流部、旧赤間川、②田

谷堰から畳橋までの新赤間川部分、③旭橋と九

十川の共栄橋付近の 3か所で、水質調査、魚類・

水生植物や景観等の総合調査と合わせて、環境

クリーン活動も実施。参加希望者募集。3月 15
日までに武田まで。 

 

 
川越環境保全連絡協議会 

申込・問い合わせ：川越環境保全連絡協議会（川越商工会議所内）Tel.049-229-1850, Faz.049-225-2101
◎2018 新春講演会：埋立処分場に再生した「里

山的自然環境」～環境情報の共有が円滑な事業

運営に貢献した～ 
日時： 2月 16日（金）開場 14:45、開会 15:00、

閉会 16:30 

会場：小江戸蔵里 ギャラリー（川越市新富町 1
-10-1）※駐車場がございませんので、お車での

ご来場はご遠慮ください。 

講師：株式会社環境総合研究所	 代表取締役社

長	 𠮷田裕之氏	  

受講料：無料、定員：40名（先着順） 

申込：事業所名、住所、参加者名、電話番号を

記入の上ファックス（Fax.049-225-2101）を送付 

	 首都圏には数多くの人々が暮らしています。

その生活の基盤となる重要なライフラインのひ

とつが廃棄物処理です。大都市から大量のごみ

が発生します。廃棄物を処理するための施設が

必要なことは、誰でも簡単に理解することがで

きます。その一方で、身近に建設してほしくな

いと考える方は少なくありません。 

	 環境情報を地域に提供することにより信頼関

係を構築し、事業者と地域住民が協働している

事例をご紹介します 

 
公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 
◎伊佐沼でバードウオッチング 
（毎月第 2 日曜日、小雨決行） 
集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 

持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物 

参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険

代・資料代） 
①2 月 11 日（日）10:00-12:00 
	 全面氷結した沼にカモはいます。氷の上で足

を滑らしながら歩きます。公園の林では、木の

葉が落ちて小鳥を探しやすくなっています。ツ
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グミ、ジョウビタキ、コゲラに会えるでしょう。 

②3 月 11 日（日）10:00-12:00 
	 冬鳥たちと今月でお別れです。元気に旅立つ

ことを祈りましょう。北に帰る珍しい鳥が立ち

寄るかもしれません。 

 

川のイベント「川でつながる発表会」「荒川流域再生シンポジウム」 
1）2 月 11 日（日）「川でつながる発表会」 
	 国土交通省荒川下流河川事務所主催 

	 埼玉県西南部から東京の北多摩方面にまたが

る、広い新河岸川流域の市民団体でつくる「新

河岸川流域川づくり連絡会」の 13回目の発表会

が、所沢市の新所沢公民館を会場に、9:30受付、

10:00から 16:00まで開かれます。午前は「歴史・

文化・治水・水循環」をテーマに①砂川雨水幹

線（下富調節池）{治水}、②多福寺{歴史・文化・
水循環}③大井弁天の森{水循環}を、バスを利用

して現地見学。午後は小中学校の生徒などの発

表も交えて開かれます。問い合わせは荒川下流

河川事務所の調査課 Tel.03-3902-3220、申し込み

は事務局の日本工営(株)都市・交通計画部	 今

野 Fax.03-3238-8239 E-Mail:sogo-bosai@dx.n-koe
i.co.jp 

2）3 月 17 日（土）「第 22 回荒川流域再生シン

ポジウム」 
	 市民・行政・漁協の連携による里川の再生を

考える「第 22回荒川流域再生シンポジウム」が、

3月 17日（土）に、嵐山町の国立女性教育会館
101 研修室で 13:00-16:30 に開かれます。「2017

年度入間川に設置された魚道の標識アユ」「飯盛

川での自然河川復活への取り組みについて」な

どの活動報告、恒例の「みずかけ“サ”論」な

どが予定されています。問い合わせは、代表の

鈴木さん（携帯 090-7804-5722）まで。 

 
 

広報委員会からのおしらせ
本紙への原稿投稿を受けつけています 
	 2018年 3月号（No.137，2月末日をめどに発
行）の掲載原稿は、2 月 15 日（木）締切です。

年末発行のため早期の原稿提出にご協力くださ

い。原稿と写真は電子データで編集担当共有の

メーリングリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）

にお送りください。メーリングリストは事前登

録が必要です。未登録の方は事務局に問い合わ

せください。メールを使用していない方は、か

わごえ環境ネット事務局（環境政策課、川越市

役所本庁舎 5階）に提出してください。 
 
1.本紙がカラーで見られます 
	 残念ながら会員に送付及び公民館等で配布し

ている紙版は、モノクロの孔版印刷のために画

像がつぶれてしまい、判別がつきにくい状況で

す。本会ホームページでは、バックナンバーを

含めてカラーで本紙 PDF ファイルが見られま
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す。鮮明な画像でぜひお楽しみください。スマ

ートフォンにも最適化されています。 

 

 
http://kawagoekankyo.net 

 
2.Twitter でかわごえ環境ネットをフォロー 
	 本会 Twitter（@kawagoekankyo）は、ブログ

の更新と連動してツイートします。Twitterにユ

ーザー登録してぜひフォローしてください。 

 

 
https://twitter.com/kawagoekankyo 

 

3.Facebook ページ「いいね！」してください 
	 本会は、Facebookでも積極的に情報発信して

います。かわごえ環境ネットからのおしらせだ

けでなく、イベント等の報告も逐次行っていま

す。本紙で掲載されない速報もあります。Face
book に登録していなくてもご覧いただけます

が、ぜひアカウント登録を行って「いいね！」

してください。 

 

 
https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

 

●おことわり 
	 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。
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イベントカレンダー（2 月 1 日〜3 月 24 日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 

2/1 
○かわごえ環境

フォーラム講演

会・かわごえカ

フェ受付開始 

2/2 
◎10:00農作業

（みなみかぜ） 

2/3 
◎10:00【申込

締切】川の再

生交流会（さ

いたま） 
2/4 
◎8:30こもれび

の森 里山林保全 
◎10:20 武蔵

丘陵森林公園

かんさつ会 

2/5 
 

2/6 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

2/7 
◆9:00 広報委

員会 

2/8 
 

2/9 
◎10:00農作業

（みなみかぜ） 
◎11:00月例会

（みなみかぜ） 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

2/10 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 
◎10:20 武蔵

丘陵森林公園

かんさつ会 

2/11 
建国記念の日	

◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 
◎10:00 川で

つながる発表

会（所沢） 

2/12 
振替休日	

★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

2/13 
 

2/14 
 

2/15 
○本紙 3 月号

投稿期限 

2/16 
◎10:00農作業

（みなみかぜ）

◎13:30 まち

美化啓発運動 
◎15:00 新春

講演会（川越

環境保全連絡

協議会） 

2/17 
 

2/18 
 

2/19 
 

2/20 
 

2/21 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 
◎18:30「昭和の

街」シンポジウム 

2/22 
 

2/23 
◎10:00農作業

（みなみかぜ） 

2/24 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
◎16:00 理事

会（かわごえ

里山） 
2/25 
★9:30 かわご

え環境フォー

ラム午前の部 
★13:00かわご

え環境フォー

ラム午後の部 

2/26 
★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

2/27 
 

2/28 
 

3/1 
 

3/2 
 

3/3 
◎8:30こもれびの

森 里山林保全 

3/4 
 

3/5 
 

3/6 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

3/7 
◆9:00 広報委

員会 

3/8 
 

3/9 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

3/10 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 

3/11 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

3/12 
★9:30（仮称）川

越市森林公園計画

地調査・保全活動 

3/13 
 

3/14 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

3/15 
○本紙 4 月号

投稿期限 

3/16 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

3/17 
◎13:00 荒川

流域再生シン

ポジウム 

3/18 
 

3/19 
 

3/20 
 

3/21 3/22 
 

3/23 
 

3/24 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
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